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【専門分野】 文化遺産の社会学、地域社会学

 環境社会学

【研究紹介】

ローカルな景観や生業の側面から、社会・文化・自然の相

互作用を通して地域社会やそこでの生活がいかに存立・変

容しうるかを研究しています。

現在は小規模漁業などを調査対象にして、グローバル／

ナショナルな自然環境、文化的価値、制度政策の変動下で

の、ローカルな社会構造・社会関係、生業・生活実践の再編

のありようを実証的に研究し、社会の持続可能性を考えるた

めの理論的寄与を目指しています。
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石川県金沢市ひがし茶屋街の景観 三重県鳥羽市の海女漁 海女とのインタビュー調査
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